
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
霊
魂
不
滅
説

那
先
比
丘
経

と
の
対
比
に
お
い
て

伊

藤

壽

駒

澤

大

学

一

問

題

の

所

在

仏
教
の
霊
魂
観
に
つ
い
て
、
仏
教
の
立
場
か
ら
正
面
切
っ
て
論
じ
た
仏
典
に

那
先
比
丘
経

（M
ilin

d
a
p
a
n
h
a

）
が

１
あ
る
。
筆
者
が

こ
の
仏
典
を
取
り
あ
げ
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
最
初
期
の
漢
訳
仏
典
で
あ
る
こ
と
と
、
仏
教
の
無
我
説
及
び
縁
起
説
を
述
べ
て

明
確
に
霊
魂
を
否
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
釈
尊
当
時
に
お
い
て
、
す
で
に
輪
廻
説
が
普
及
し
人
々
の
信
仰
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明

ら
か
で
、
原
始
仏
典
に
お
い
て
も
輪
廻
説
を
容
認
し
て
い
る
。
本
生
経
が
作
ら
れ
、
特
に
大
乗
仏
教
に
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
状
況
に
あ
っ
て
、

那
先
比
丘
経

の
存
在
は
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
経
が
中
国
で
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

一
方
、
同
時
期
に
漢
訳
さ
れ
た

修
行
本
起
経

や

普
曜
経

な
ど
の
本
生

２
経
類
・
仏
伝
に
は
、
明
ら
か
に
霊
魂
不
滅
説
が
見
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
経
典
は
中
国
に
流
布
し
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
仏
典
を
根
拠
と
し
て

神

滅
不
滅
の

３
論
争

が
展
開
す
る
。
こ
の
論
争
に
は
中
国
固
有
の
問
題
が
当
然
な
が
ら
含
ま
れ
る
と
は
言
え
、

那
先
比
丘
経

に
お
け
る

漢
訳
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那
先
比
丘
（N

a
g
a
sen

a

以
下
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
と
表
記
）
と
弥
蘭
王
（M

ilin
d
a
,
M
en
a
n
d
ro
s

以
下
ミ
リ
ン
ダ
王
と
表
記
）
と
の
対
論
の
テ
ー

マ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
仏
教
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
く
地
域
・
民
族
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
中
国
の
仏

教
者
達
の
取
っ
た
立
場
と
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
と
は
正
反
対
で
あ
っ
た
。
中
国
の
仏
教
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
神
不
滅
論
者
で
あ
る
。

第
二
に
、
従
来
の
仏
教
学
に
お
い
て
は
、
専
門
領
域
を
区
切
り
地
域
的
に
も
イ
ン
ド
仏
教
・
中
国
仏
教
と
い
う
よ
う
に
研
究
領
域
を
限

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
中
国
仏
教
の
研
究
で
あ
れ
ば
中
国
の
領
域
に
お
い
て
、
漢
訳
さ
れ
た
仏
典
に
依
拠
し
て
行
う
の
が
一
般
で

あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
研
究
が
充
分
成
り
立
つ
の
で
あ
る
が
、
中
国
と
イ
ン
ド
と
は
遠
隔
の
地
で
あ
り
民
族
・
言
語
な
ど
が
相
違
す
る
と

は
言
え
、
絶
え
ず
経
済
・
文
化
の
交
流
が
行
な
わ
れ
、
人
々
の
往
来
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
両
地
域
を
截
然
と
切
り
離
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
む
し
ろ
交
流
の
実
態
に
配
慮
し
、
漢
訳
仏
典
に
潜
む
イ
ン
ド
乃
至
西
域
の
情
報
を
注
意
深
く
読
み
解
く
こ
と
は
、
両
地
域
の
仏

教
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
で
は
な
か
ろ

４
う
か
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
筆
者
自
身
に
は
成
し
得
な
い
が
イ
ン
ド
と
中
国
を
結
び
東
西

交
流
の
中
継
地
で
あ
る
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ン
の
仏
教
の
解
明
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
西
紀
前
二
世
紀
頃
の
大
夏
（
バ
ク
ト
リ
ア
）
で
の

対
論
の
記
録
と

え
ら
れ
る
本
仏
典
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

は
じ
め
に
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
学
説
を
確
認
し
、
対
比
す
る
形
で
古
訳
の
仏
伝
・
本
生
経
類
に
み
ら
れ
る
霊
魂
不
滅
説
の
一
端
を
示
す
こ

と
に
し
た
い
。

二

那
先
比
丘
経

の
霊
魂
否
定
説

本
経
（
正
確
に
は
論
）
は
、
中
村
元
博
士
の

５
推
定
で
は
、
そ
の
原
型
は
西
紀
前
一
世
紀
乃
至
後
一
世
紀
、
漢
訳
原
本
は
西
紀
二
五
〇
年

以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
漢
訳
年
代
は
、
水
野
弘
元
博
士
の

６
推
定
に
従
い
、
後
漢
代
に
置
か
る
べ
き
で
あ
り
、
お
そ
く
と
も
三
国

漢
訳
仏
典
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時
代
を
下
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
推
定
の
根
拠
に
は
訳
語
の
古
さ
、

頌
が
散
文
の
形
に
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

大
秦

の
訳
語
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
大
秦
は

後
漢
書

西
域
伝
に
、
西
紀
九
七
年
に
西
域
都
護
の
班
超
が
部
下
の
甘
英
を
大
秦
に
派
遣
し

た
と
あ
り
、
こ
の
大
秦
は
（
東
）
ロ
ー
マ
帝
国
を
指
す
と

え
ら
れ
て
い
る
。
本
経
で
ミ
リ
ン
ダ
王
の
出
身
地
を
大
秦
国
と
し
て
い
る
の

は
、
ロ
ー
マ
帝
国
で
生
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は

７
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
人
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
か
、
大
夏
を
ロ
ー
マ
の
植
民
地
か
属

国
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ミ
リ
ン
ダ
王
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ー
ブ
ル
地
方
を
支
配
し
た
の
は
西
紀
前
一
六
〇
｜
一
四
五

年
こ
ろ
で
あ
り
、
前
一
四
五
年
こ
ろ
に
は
南
下
し
た
大
月
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て

８
い
る
。

他
方
、
対
論
者
の
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
は
、
漢
訳
テ
キ
ス
ト
Ｂ
本
で
は
天
竺

賓
県
の
生
れ
と
さ
れ
る
が
、
中
国
側
で
天
竺
と
い
う
呼
称
は

厳
密
で
は
な
く
、
む
し
ろ

賓
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

賓
は
パ
ー
リ
語
テ
キ
ス
ト
に
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
研

究
書
で
は
そ
の
よ
う
に
置
換
え
ら
れ
る
が
、
中
国
側
で
言
う

賓
が
何
処
を
指
す
か
は
時
代
に
よ
っ
て
相
違
し
、
漢
代
か
ら
東
晋
代
ま
で

は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
を
指
す
こ
と
が
歴
史
書
及
び
僧
伝
の
分
析
に
よ
り
確
認
さ
れ
て

９
い
る
。
つ
ま
り
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方

で
活
躍
し
て
い
た
僧
と

え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
ミ
リ
ン
ダ
王
の
生
地
・
阿

散
（P

.
A
ra
sa
n
d
a

カ
ー
ブ
ル
近
郊
の
ギ
リ
シ
ヤ
人
の
町
ア

レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
）
は
、
都
と
さ
れ
る
舎
（
沙
）
竭
（P

.
S
a
g
a
la

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
の
シ
ヤ
ー
ル
コ
ー
ト
）
の
西
八
百
里
に
あ
り
、
ガ
ン
ダ

ー
ラ
は
舎
竭
の
東
七
百
二
十
里
と
記
さ
れ
て
い
て
位
置
関
係
は
ほ
ぼ
実
際
と
合
致
し
て
い
る
。
そ
れ
に
舎
竭
の
街
の
状
況

10
描
写
は
、
当
時

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
い
た
こ
と
を
物
語
り
、
本
経
の
翻
訳
者
も
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
と
同
じ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
の
人
（
月

氏
国
の
人
）
か
、
こ
の
地
方
の
事
情
を
知
る
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
本
題
に
入
る
と
、
ま
ず
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
思
想
的
立
場
を
示
す
記
述
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
と
ミ
リ
ン
ダ
王

と
の
対
論
の
第
一
問
答
は
、
王
が
名
前
を
尋
ね
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

漢
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王
、
便
ち
那
先
に
問
う

卿
の
字
は
何
等
と
せ
ん
や

。
那
先
言
く

父
母
我
に
字
し
て
那
先
と
為
す
。
人
我
を
呼
ん
で
那
先
と
為
す
。

時
に
父
母
我
を
呼
ん
で
首
那
先
と
為
し
、
時
に
父
母
我
を
呼
ん
で
維
迦
先
と
為
す
。
是
を
用
っ
て
の
故
に
人
皆
我
を
識
知
す
。
世
間
の

人
皆
是
の
字
有
る
の
み

と
。（
Ａ
本
、
大
正
三
二
、
六
九
六
下
。
Ｂ
本
、
七
〇
六
上
に
よ
り
校
訂
）

こ
こ
に
実
体
と
し
て
の
那
先
な
る
個
人
存
在
は
認
め
ら
れ
ず
、
名
称
の
み
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
続
く
対
論
に
お
い
て
そ

の
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る

無
我
説

が
説
か
れ
て
い
る
。
輪
廻
の
主
体
に
つ
い
て
の
対
論
が
展
開
さ
れ
る
本
経
の
冒
頭
に
お

い
て
仏
教
の
立
場
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
輪
廻
の
主
体
に
関
す
る
記
述
の
要
点
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
、

弥
利
望
群
は
、
旦
に
入
城
せ
ん
と
す
る
時
、
道
中
に
於
て
並
に
那
先
に
問
う

昨
日
、
王
に
対
し
て
那
先
有
る
こ
と
無
し
と
言

う
、
何
を
以
て
す
る
や

と
。
那
先
、

弥
利
望
群
に
問
う

卿
の
意
に
て
は
何
れ
の
所
を
那
先
な
る
者
と
為
す
や

と
。

弥
利

望
群
言
く

我
、
以
為
ら
く
喘
息
出
入
命
気
を
那
先
と
為
す

と
。（
中
略
）
那
先
言
く

喘
息
の
気
は
皆
身
中
の
事
な
り
。
も
し

人
心
に
念
う
所
有
り
て
、
舌
之
が
為
に
言
わ
ば
是
れ
を
舌
事
と
為
し
、
意
に
疑
う
所
有
り
て
、
心
之
を
念
え
ば
是
れ
を
心
事
と
為
す
。

各
主
と
す
る
所
有
り
。
之
を
視
る
に
皆
空
に
し
て
那
先
有
る
こ
と
無
し

と
。（
大
正
三
二
、
六
九
六
下
。
傍
点
の
字
は
Ｂ
本
に
よ
る
）

こ
れ
は
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
対
論
の
冒
頭
で
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
が
無
我
説
を
述
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ミ
リ
ン
ダ
王
の
側
近
の

弥
利

11
望
群
が
、
第
二
日
目
の
対
論
の
た
め
に
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
を
城
に
案
内
す
る
途
次
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
が
、
逆
に
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
が
彼
の

え
を
質
し
た
も
の
で
、
彼
は

喘
息
出
入
命
気

を
人
間
の
本
質
と
す
る

え
を
述
べ
た
。
漢
訳
語

喘
息

に
対
応
す
る
パ
ー
リ
語

はv
a
y
o

で
、
中
村
書
で
は

風

呼
吸

と
し
て
出
入
す
る
生
命
（
霊
魂
）

と
訳
さ
れ
、
注
記
で
は
ギ
リ
シ
ア
人
は
古
来
、
人
間
の
生

命
と
し
て
の
息
を
霊
魂
（
漢
訳
の
命
気
）
で
あ
る
と

え
る
傾
向
が
有
力
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
イ
ン
ド
で
も
同
様
の

え
が
ア
ー
リ
ア
人

漢
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の
う
ち
に
存
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

12
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
は
、
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
呼
吸
・
息
を
霊

魂
と
す
る

え
を
否
定
し
て
、
そ
れ
ら
は
単
に
身
体
作
用
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
仏
教
の
無
我
説
を
再
確
認
し
て
い
る
。

Ｂ
、
王
、
復
た
那
先
に
問
う
て
言
く

人
死
し
て
善
悪
道
に
趣
く
に
、
故
身
の
神
を
続
持
し
て
行
き
生
ず
る
か
、
更
に
他
神
に
貿
り
て

行
き
生
ず
る
や

と
。
那
先
言
く

亦
故
身
神
に
非
ず
、
亦
故
身
神
を
離
れ
ず

と
。（
灯
火
灯

の
喩
説
省
略
）
那
先
言
く

人
の

精
神
展
転
相
続
す
る
こ
と
是
の
如
し
。
一
者
去
り
て
二
者
来
た
る
、
精
神
従
り
老
死
に
至
り
、
後
の
精
神
更
に
生
ず
る
所
に
趣
く
。

展
展
相
続
す
る
も
故
精
神
に
非
ず
、
亦
故
精
神
を
離
れ
ず
。
人
死
し
て
以
後
、
精
神
は
乃
ち
趣
向
す
る
所
有
り
て
生
ず

と
。（
喩

説
省
略
）
那
先
言
く

人
神
は
乳

の
如
し
、
乳

よ
り
酪
を
成
じ
、
酪
よ
り
肥
を
成
じ
、
肥
よ
り
醍
醐
を
成
ず
。
人
も
是
の
如
く

精
沫
よ
り
生
に
至
り
中
年
に
至
り
、
中
年
よ
り
老
に
至
り
死
に
至
る
。
死
後
の
精
神
は
更
に
身
を
受
け
て
生
じ
、
人
身
死
し
て
当
に

復
た
更
生
し
て
一
身
を
受
く
べ
し
。
譬
え
ば
両

更
に
相
然
ゆ
る
が
若
し

と
。（
同
、
六
九
八
上
中
。
傍
点
の
字
は
Ｂ
本
に
よ
る
）

こ
こ
で
の
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
は
、
輪
廻
の
主
体
が
霊
魂
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
転
生
前
の
神
（
霊
魂
）
と
転
生
後
の
神
が
同
一

か
否
か
を
質
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
は
、
輪
廻
転
生
・
個
体
の
相
続
を
灯
火
灯

の
相
続
、
乳
か
ら
醍
醐
へ
の
相
続

変
化
な
ど
に
喩
え
て
説
明
し
、
人
の
神
・
精
神
も
展
転
相
続
す
る
が
前
後
際
断
し
、
同
な
ら
ず
異
な
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
結
局

精
神

に
摂
せ
ら
れ
る
と
説
い
て
い
る
。
右
の
文
中
に
お
い
て

神

精
神

に
該
当
す
る
パ
ー
リ
語
は
、v

in
n
a
n
a

で
あ
る
が
、
パ
ー
リ
テ

キ
ス
ト
で
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
二
度
だ
け
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
の
は
付
線
を
し
た
二
箇
所
（
精
神
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
神
・
精
神
を
多
用
し
て
い
る
漢
訳
の
み
を
見
る
と
、
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
が
あ
た
か
も
神
不
滅
論
を
述
べ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
恐
ら
く

漢
訳
者
は
後
に
見
る
よ
う
な
本
生
経
類
に
お
け
る
神
不
滅
論
を
認
識
し
、
か
つ
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ｃ
、
王
、
復
た
那
先
に
問
う
、

人
死
後
を
以
て
誰
か
後
世
に
於
て
生
ず
る
者
な
ら
ん
や

と
。
那
先
言
く
①

名
と
身
と
後
世
に
於
て

漢
訳
仏
典
に
お
け
る
霊
魂
不
滅
説
（
伊
藤

壽
）
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生
ず

と
。
王
、
那
先
に
問
う
、

故
人
の
名
身
行
き
て
生
ず
る
や

と
。
那
先
言
く

不
な
り
。
故
名
に
非
ず
、
亦
た
故
身
に
非

ず
、
是
の
名
身
を
持
ち
て
今
世
に
於
て
善
悪
を
作
し
、
乃
ち
後
世
に
於
て
生
ず
る
の
み

と
。（
喩
説
省
略
）
那
先
言
く
②

人
の
生

も
亦
た
譬
う
る
に
是
の
如
し
。
人
今
世
に
是
の
名
身
を
以
て
善
悪
を
作
し
、
乃
ち
後
世
に
生
ず
。
今
世
に
善
悪
を
作
す
は
是
れ
其
の

本
な
り

と
。（
同
、
七
一
〇
中
下
。
全
文
Ｂ
本
に
よ
る
）

こ
の
一
段
は
、
正
に
輪
廻
の
主
体
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
対
論
で
あ
り
、
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
正
統
的
仏
教
思
想
を
述
べ
た
核

心
部
分
で
あ
る
。
右
に
お
い
て
付
線
①
の

名
・
身

は
、n

a
m
a
ru
p
a

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
自
身
、

今
見
在
す

る
を
身
と
為
し
、
心
に
念
う
所
を
名
と
為
す

（
同
、
七
一
一
中
）
と
正
確
に
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
輪
廻
の
主
体
と
し
て
の
恒
常
不
変

的
な
霊
魂
は
認
め
ず
、
た
だ
名
身
の
み
と
い
う
仏
教
の
立
場
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
引
用
文
で
は
省
略
し
た
が
、
こ
の
一
段
は
譬

喩
を
も
っ
て
丁
寧
に
説
明
し
、
特
に
付
線
②
の
文
は
六
度
も
繰
返
さ
れ
て
善
悪
業
の
不
亡
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
ミ
リ
ン
ダ
王
は
中
々

納
得
せ
ず
、
再
度
輪
廻
を
問
い
、
名
身
の
意
味
を
問
い
、
輪
廻
の
時
間
を
問
う
。
そ
し
て
王
が
過
去
と
現
在
と
未
来
の
時
間
の
根
本
は
何

で
あ
る
の
か
を
尋
ね
た
の
に
対
し
て
、

愚
痴

（
無
明
）
を
根
本
と
す
る
と
答
え
、
以
下
に
十
二
支
縁
起
を
説
き
、
生
死
（
時
間
）
の
始

源
は
知
ら
れ
ず
無
始
無
終
で
あ
る
こ
と
を
五
穀
（
種
子
）
や
（
車
）
輪
に
譬
え
て
説
明
し
て

13
い
る
。

Ｄ
、
王
、
復
た
那
先
に
問
う
、

世
間
に
人
寧
ぞ
有
り
と
為
ん
や
、
人
無
し
と
せ
ん
や

と
。
那
先
言
く
、

世
間
に
審
に
人
有
り
と
す

る
能
わ
ず
。
適
当
誰
を
か
呼
ん
で
人
と
為
さ
ん

と
。
王
、
言
く
、

身
中
の
命
を
即
ち
人
と
為
ん
や
不
や

と
。
那
先
、
王
に
問

う
、

人
身
中
の
命
は
、
眼
を
用
っ
て
色
を
視
る
能
う
や
不
や
、
耳
を
用
っ
て
音
声
を
聴
き
能
う
や
不
や
。
…
…

と
。（
中
略
）
那

先
言
く
、

人
は
眼
に
従
り
て
色
を
見
て
神
動
く
。
神
動
け
ば
即
ち
苦
楽
を
生
じ
意
念
合
す
。
耳
鼻
舌
身
意
も
皆
同
じ
。
合
し
て
意

の
為
に
念
ず
る
所
有
り
て
神
動
く
。（
中
略
）
展
転
し
て
相
成
じ
、
適
に
常
主
無
し

と
。（
同
、
七
一
二
中
｜
七
一
三
上
。
Ｂ
本
）

漢
訳
仏
典
に
お
け
る
霊
魂
不
滅
説
（
伊
藤

壽
）
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文
中
の
付
線
の
語
は
パ
ー
リ
語
で
そ
れ
ぞ
れ
、
人
｜v

ed
a
g
u

、
命
｜jıv

a

、
神
｜v

in
n
a
n
a

、
常
主
｜v

ed
a
g
u

（
推
定
）
で
あ
る
。

人
・
命
・
常
主
は
、
人
（p

u
d
g
a
la

）・
我
（a

tm
a
n

）・
有
情
（sa

ttv
a

）
な
ど
と
共
に
、
す
べ
て
霊
魂
の
同
義
語
で
あ
る
。
そ
し
て
漢
訳

語
の

神

は
こ
こ
で
は

意
識

を
意
味
す
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
漢
字
の
意
味
に
霊
魂
が
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
神
滅
不
滅
と

い
う
場
合
の
神
は
、
霊
魂
だ
か
ら
で
あ
る
。
右
引
用
の
Ｄ
は
、
霊
魂
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
認
識
す
る
は
た
ら

き
は
意
識
の
み
と
す
る

え
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
を
含
む
一
段
（
大
正
蔵
三
二
巻
、
七
一
二
中
｜
七
一
三
下
。
中
村
書
１
、

一
五
〇
｜
一
六
五
頁
）
は
、
説
一
切
有
部
の
正
統
説
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

14
あ
る
。

Ｅ
、
王
、
復
た
那
先
に
問
う
、

審
に
有
智
無
し
と
為
ん
や

と
。
那
先
言
く
、

有
智
無
し

と
。（
同
、
七
〇
〇
上
、
Ａ
本
。
七
一
五

下
、
Ｂ
本
）

右
の

有
智

の
パ
ー
リ
語
はv

ed
a
g
u

で
、
Ｄ
の
人
・
常
主
と
同
じ
く
霊
魂
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
は
王
が
再
度
霊
魂

の
有
無
を
問
う
た
の
に
対
し
、
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
は

有
智
（
霊
魂
）
な
し

と
明
言
し
た
一
文
で
あ
る
。

三

古
訳
仏
伝
・
本
生
経
類
の
霊
魂
不
滅
説

次
に
古
訳
の
仏
伝
・
本
生
経
類
の
関
連
す
る
記
述
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
便
宜
上
、
翻
訳
さ
れ
た
年
代
順
に
文
章
を
ま
と
め
て
提
示

す
る
。

①
竺
大
力
・
康
孟
詳
訳

修
行
本
起
経

（
一
九
七
訳
出
）

Ａ
、
仏
言
く
、
宿
命
の
無
数
劫
な
る
時
、
本
よ
り
凡
人
た
り
。
初
め
て
仏
道
を
求
め
て
以
来
、
精
神
は
形
を
受
け
て
五
道
を
周
遍
す
。

一
身
死
壊
し
て
復
た
一
身
を
受
け
生
死
無
量
な
り
。（
大
正
蔵
三
巻
、
四
六
一
中
）

漢
訳
仏
典
に
お
け
る
霊
魂
不
滅
説
（
伊
藤

壽
）
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五



Ｂ
、
西
の
城
門
を
出
ず
る
に
、
天
死
人
を
作
す
。
輿
に
扶
り
て
城
を
出
で
、
室
家
は
車
に
随
い
、
啼
哭
し
て
天
を
呼
ぶ
。
奈
何
ぞ
我
を

捨
て
て
、
永
く
別
離
せ
ん
。
太
子
問
う
て
曰
く

此
れ
は
何
等
と
せ
ん
や

と
。
僕
言
く

死
人
な
り

と
。（
太
子
問
う
）

何
如

が
死
と
な
す

と
。
答
て
言
く

死
と
は
尽
る
な
り
、
精
神
の
去
る
こ
と
な
り

と
。
四
大
の
散
ぜ
ん
と
欲
す
る
や
、
魂
神
は
安
ら

か
な
ら
ず
。
風
の
去
る
に
息
は
絶
え
、
火
の
滅
す
れ
ば
身
は
冷
か
な
り
。
風
は
先
に
火
は
次
ぎ
、
魂
霊
の
去
く
な
り
。（
同
、
四
六

七
上
）

②
呉
支
謙
訳

太
子
瑞
応
本
起
経

（
二
二
八
訳
出
）

Ａ
、
仏
言
く
、
吾
れ
自
ら
の
宿
命
の
無
数
劫
な
る
時
を
念
う
に
、
本
よ
り
凡
夫
た
り
。
初
め
て
仏
道
を
求
め
て
已
来
、
精
神
は
形
を
受

け
て
五
道
を
周
遍
す
。
一
身
死
壊
し
て
復
た
一
身
を
受
け
生
死
無
量
な
り
。（
大
正
蔵
三
巻
、
四
七
二
下
）

Ｂ
、
太
子
は
駕
乗
し
て
西
の
城
門
を
出
ず
る
に
、
天
帝
復
た
死
人
を
化
作
す
。
室
家
の
男
女
は
、
幡
を
持
ち
車
に
随
い
、
啼
哭
し
て
之

を
送
る
。
太
子
ま
た
問
う

此
れ
は
何
人
と
せ
ん
や

と
。
其
の
僕
曰
く

死
人
な
り

と
。（
太
子
問
う
）

何
如
が
死
と
な
す

と
。
曰
く

死
と
は
尽
る
な
り
。
寿
に
長
短
あ
り
。
福
尽
き
命
終
り
、
気
絶
え
神
逝
く
。
形
骸
の
消
索
せ
る
故
に
、
之
を
死
と
謂
う
。

人
と
物
と
一
統
に
し
て
生
ず
れ
ば
終
ら
ざ
る
こ
と
無
し

と
。
太
子
曰
く

夫
れ
死
は
痛
か
ら
ん
か
、
精
神
は
劇
し
か
ら
ん
か
。

（
中
略
）
吾
れ
死
者
を
見
る
に
、
形
は
壊
し
体
は
化
す
る
も
、
而
も
神
は
滅
せ
ず
。
行
の
善
悪
に
随
い
、
禍
福
自
ら
追
い
、
富
貴
無

常
に
し
て
身
は
危
城
た
り
。（
後
略
）

と
。（
同
、
四
七
四
下
｜
四
七
五
上
）

③
呉
康
僧
会
訳

六
度
集
経

（
二
五
二
｜
二
八
〇
訳
出
）

Ａ
、
衆
生
の
魂
霊
の
天
と
為
り
人
と
為
り
、
太
山
餓
鬼
畜
生
道
中
に
入
る
。
福
尽
き
て
罪
を
受
け
、

訖
り
て
福
を
受
く
。
遠
ざ
け
て

如
か
ざ
る
無
け
れ
ば
、
夫
れ
四
禅
を
得
。（
同
、
三
九
中
）

漢
訳
仏
典
に
お
け
る
霊
魂
不
滅
説
（
伊
藤

壽
）
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Ｂ
、
夫
れ
生
る
れ
ば
必
ず
老
死
の
患
い
有
り
。
魂
霊
は
滅
せ
ず
し
て
、
即
ち
更
に
身
を
受
く
。
生
れ
ざ
れ
ば
即
ち
老
い
無
く
、
老
い
ざ

れ
ば
即
ち
死
す
る
こ
と
無
し
。（
同
、
四
〇
下
）

④
竺
法
護
訳

普
曜
経

（
三
〇
八
訳
出
）

Ａ
、
太
子
乗
駕
し
て
西
の
城
門
を
出
で
、
一
の
死
人
を
見
る
。（
中
略
）
菩
薩
之
を
知
り
、
而
し
て
復
た
問
う
て
曰
く

此
れ
は
何
人

た
る
や

と
。
御
者
答
て
曰
く

此
れ
は
是
れ
死
人
な
り
。
人
生
る
れ
ば
死
あ
り
、
猶
し
春
あ
ら
ば
冬
有
る
が
ご
と
し
。
身
死
し
て

神
逝
き
、
宗
家
別
離
す
。
人
と
物
と
一
統
に
し
て
生
じ
て
終
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。

と
。
菩
薩
答
え
て
曰
く

夫
れ
死
は
痛
か
ら
ん

か
、
精
神
は
劇
し
か
ら
ん
か
。（
中
略
）
吾
れ
死
者
を
見
る
に
、
形
は
壊
し
体
は
化
す
る
も
、
而
も
神
は
滅
せ
ず
。
是
の
故
に
聖
人

は
、
身
を
以
て
患
と
為
し
、
而
も
愚
者
は
之
を
保
ち
、
死
に
至
る
も
厭
う
こ
と
無
し
。
吾
れ
は
復
た
死
を
以
て
生
を
受
け
、
五
道
に

往
来
し
、
我
が
精
神
を
労
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず

と
。（
同
、
五
〇
三
上
中
）

Ｂ
、
衆
生
を
度
さ
ん
と
欲
し
て
、
生
死
の
本
を
思
惟
す
る
に
十
二
因
縁
に
従
る
。
縁
は
法
に
従
り
て
起
り
、
便
ち
生
死
有
り
。
法
滅
す

れ
ば
生
死
の
乃
ち
尽
く
。
自
ら
是
れ
を
作
る
を
以
て
の
故
に
自
ら
是
れ
を
得
、
若
し
是
れ
を
作
ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
便
ち
休
息
す
。
一

切
衆
生
の
意
を
精
神
と
為
す
。
精
神
は
窈
冥
恍
惚
と
し
て
形
無
し
。
自
ら
識
想
を
起
し
て
行
に
随
っ
て
身
を
受
く
。
身
に
常
主
無
く
、

神
に
常
形
無
し
。（
同
、
五
二
七
上
中
）

①

修
行
本
起
経

と
②

瑞
応
本
起
経

は
同
本
異
訳
と

え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
④

普
曜
経

は
周
知
の
ご
と
く
説
一
切
有

部
系
の

ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ

（L
a
lita

v
ista

ra

）
及
び
唐
・
地
婆

羅
訳

方
広
大
荘
厳
経

の
異
訳
で
、
い
ず
れ
も
仏
伝
に
属
し
、

し
か
も
大
乗
仏
典
で
あ
る
。
③

六
度
集
経

は
、
多
く
の
菩
薩
の
本
生
譚
を
集
録
し
た
も
の
で
、
釈
尊
の
前
世
に
限
定
さ
れ
て
い
た
菩

薩
が
解
放
さ
れ
て
か
ら
、
つ
ま
り
大
乗
仏
教
が
隆
盛
に
な
っ
て
か
ら
の
作
品
と

え
ら
れ
る
。

漢
訳
仏
典
に
お
け
る
霊
魂
不
滅
説
（
伊
藤

壽
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右
の
文
例
に
共
通
す
る
点
を
指
摘
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
五
道
輪
廻
を
説
く
こ
と
で
あ
り
、

那
先
比
丘
経

に
は
見
え
な
い
（
パ
ー
リ

本
も
同
じ
）。
ま
た
①
Ａ
と
②
Ａ
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
①
Ｂ
と
②
Ｂ
と
④
Ａ
は
、
釈
尊
の
四
門
出
遊
の
物
語
中
、
死
者
と
の
出
会
い
を

述
べ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
に
お
け
る

精
神
受
形

（
①
Ａ
、
②
Ａ
）

精
神
去

（
①
Ｂ
）

15
神
逝

（
②
Ｂ
、
④
Ａ
）
の
精

神
・
神
は

意
識

の
意
味
に
解
さ
れ
る
が
、

魂
神
不
安

魂
霊
去

（
①
Ｂ
）

神
不
滅

（
②
Ｂ
・
④
Ａ
）

衆
生
魂
霊
為
天
為
人

（
③
Ａ
）

魂
霊
不
滅

（
③
Ｂ
）
と
い
う
表
現
（
訳
語
）
と
な
る
と
、
は
た
し
て
意
識
の
意
味
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
五
道
輪
廻

の

え
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
恐
ら
く
訳
者
自
身
に
輪
廻
の
主
体
と
し
て
霊
魂
を
認
め
る

え
方
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
が
魂
神
・
魂
霊
と
い
う
訳
語
に
反
映
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
仏
典
を
学
ん
だ
中
国
の
人
々
は
、
輪
廻

の
主
体
は
霊
魂
で
あ
る
と

え
、
形
（
肉
体
）
は
滅
ぶ
け
れ
ど
も
霊
魂
（
神
）
は
不
滅
と
の
理
解
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
④
Ｂ
は
、
生
死
の
根
本
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
十
二
因
縁
に
依
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
し
か
も

一
切
衆
生
の
意
を
精

神
と
な
す

と
説
明
す
る
よ
う
に
、
こ
の
文
中
の

精
神
・
神

は
意
識
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

那
先
比
丘
経

の
Ｂ
に
共
通
し
、

説
一
切
有
部
の
解
釈
に
依
っ
た
記
述
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
古
訳
の
仏
伝
・
本
生
経
類
に
は
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
伝
統
的
解
釈
も
見
ら
れ
る
が
、
五
道
輪
廻
説
の
流
布
・
常
識
化
、

つ
ま
り
仏
教
の
基
本
的
立
場＝

正
統
説
は
無
我
説
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
反
す
る
輪
廻
の
主
体
と
し
て
の
霊
魂
の
容
認
と
い

う
状
況
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
状
況
は
、
大
乗
仏
教
の
隆
盛
と
共
に
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
右
の
諸
経
典
に
お
い
て
、
輪
廻
転
生
の
あ
り
方
と
苦
の
根
源
と
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却＝

解
脱
が
、
釈
尊
の

出
家
成
道
の
過
程
や
菩
薩
の
修
行
過
程
と
の
関
連
に
お
い
て
、
し
か
も
仏
説
と
し
て
説
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
の
人
々
の
仏
教
観

を
決
定
づ
け
る
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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四

結

び

那
先
比
丘
経

は
、
大
乗
仏
教
が
表
面
化
す
る
以
前
の
北
西
イ
ン
ド
（
中
国
か
ら
み
て
広
義
の
西
域
）
で
、
ミ
リ
ン
ダ
王
の
没
後
あ
ま

り
時
を
経
な
い
時
代
に
成
立
し
た
文
献
と

え
ら
れ
、
し
か
も
仏
教
の
思
想
的
立
場
を
保
持
し
て
い
る
点
で
、
イ
ン
ド
・
中
国
双
方
の
仏

教
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
仏
典
で
あ
る
。
漢
訳
本
に
関
し
て
は
、
干
潟
龍
祥
博
士
や
水
野
弘
元
博
士
の
研
究
が
あ
る
が
、
今
後
、
原
始
仏

典
や
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
と
の
関
係
な
ど
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
の
仏
教
学
の
背
景
の
分
析
、
不
明
な
音
写
語
の
原
語
な
ど
が
判
明
す
れ
ば
、
漢
訳

原
典
の
成
立
地
も
推
察
さ
れ
、
仏
教
思
想
史
上
の
位
置
も
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
で
は
訳
者
名
も
伝
え
ら
れ
ず
、
あ
ま
り
重

視
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
存
在
、
特
に
Ｂ
本
の
伝
承
は
こ
の
仏
典
に
関
心
を
寄
せ
た
人
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

古
訳
の
仏
伝
・
本
生
経
類
は
、
中
国
で
の
神
滅
神
不
滅
の
論
争
の
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
。
そ
の
論
争
の
発
端
は
明
ら
か
に
輪
廻
の
主
体

と

え
ら
れ
た
霊
魂
の
滅
不
滅
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
単
純
に
そ
の
こ
と
の
み
で
論
争
が
続
い
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
神
の
意
味
の
多
様

性
及
び
原
語
と
訳
語
の
多
様
性
か
ら
も
、
ま
た
右
に
見
た
否
定
説
と
容
認
説
の
並
存
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
。
北
西
イ
ン
ド
に
お
い
て
ミ
リ

ン
ダ
王
と
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
と
の
対
論
が
あ
り
、
そ
の
後
大
乗
の
仏
伝
・
本
生
経
類
に
お
い
て
霊
魂
不
滅
説
が
説
か
れ
、
中
国
の
人
々
も
ミ

リ
ン
ダ
王
と
同
様
に
こ
の
問
題
に
興
味
を
抱
き
、
中
国
で
も
対
論
が
始
ま
る
。
中
国
の
霊
魂
観
・
来
世
観
、
倫
理
道
徳
観
、
そ
れ
に
漢
訳

仏
典
の
説
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
の
困
難
さ
も
加
わ
っ
て
問
題
は
よ
り
複
雑
化
す
る
が
、
右
の
流
れ
に
お
い
て
神
滅
不
滅
の
論
争
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
近
年
、
袴
谷
憲
昭
氏
は
菩
薩
に
つ
い
て

覚
り
を
目
指
す
霊
魂
を
意
味
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
の
が
私
の
解
釈
で

16
あ
る

と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
大
乗
的
本
生
経
類
を
見
る
と
、
そ
の
見
解
に
首
肯
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
神
滅
不
滅
の
論
争
と
無
関
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係
で
は
な
く
、
輪
廻
転
生
説
は
深
く
成
仏
論
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
梁
武
帝
の

神
明
成
仏
義

は
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
中
国
に
お
け
る

成
仏
論

に
つ
い
て
も
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら

察
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
を
述
べ

て
結
び
と
し
た
い
。

注１

こ
こ
で
主
と
し
て
参

と
し
た
の
は
次
の
通
り
。
中
村
元
・
早
島
鏡
正
訳

ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い

１
｜
３
、
一
九
六
三
｜
一
九
六
四
年
、

平
凡
社
。（
中
村
書
と
略
称
）
干
潟
龍
祥
訳

那
先
比
丘
経

（
国
訳
一
切
経
、
論
集
部
二
）
一
九
三
四
年
、
大
東
出
版
社
。

水
野
弘
元

ミ
リ
ン
ダ
問
経
類
に
つ
い
て

（

駒
澤
大
学
研
究
紀
要

通
巻
第
十
七
号
、
一
九
五
九
年
）

２

こ
の
名
称
は
、
干
潟
龍
祥

本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究

（
一
九
五
四
年
初
刊
、
東
洋
文
庫
。
一
九
七
八
年
改
訂
増
補
、
山
喜
房
仏
書

林
）
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

３

論
争
並
び
に
思
想
史
的
意
義
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
拙
著

中
国
仏
教
の
批
判
的
研
究

本
論
第
四
章
梁
武
帝

神
明
成
仏
義

の

察

（
一
九
九
二
年
、
大
蔵
出
版
）
参
照
。

４

筆
者
の
仏
教
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、

中
国
仏
教
の
批
判
的
研
究
に
つ
い
て
｜
方
法
論
と
可
能
性
｜

（

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集

第
三
十
二
号
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

５

前
注
（
１
）
の
中
村
・
早
島
書
１
の
解
題
、
三
一
九
頁
参
照
。

６

前
注
（
１
）
の
所
掲
の
水
野
論
文
、
三
〇
頁
以
下
参
照
。

７

那
先
比
丘
経

Ａ
本
巻
下
に

那
先
問
王
、
王
本
生
何
国
。
王
言
我
本
生
大
秦
国
、
国
名
阿

散
。
（
大
正
三
二
、
七
〇
二
上
。
Ｂ
本

同
文
）
と
あ
る
。

８

小
谷
仲
男

大
月
氏

中
央
ア
ジ
ア
に
謎
の
民
族
を
尋
ね
て

（
一
九
九
九
年
、
東
方
書
店
）
八
四
頁
参
照
。

９

桑
山
正
進

カ
ー
ピ
シ
ー＝

ガ
ン
ダ
ー
ラ
史
研
究

（
一
九
九
〇
年
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
参
照
。

10

那
先
比
丘
経

Ａ
本
巻
上
（
大
正
三
二
、
六
九
五
中
）
及
び
Ｂ
本
巻
上
（
同
、
七
〇
五
上
｜
中
）
参
照
。

11

パ
ー
リ
本
で
は
、D

ev
a
m
a
n
tiy
a

（D
em
etrio

s

）
とM

a
n
k
u
ra

（M
en
ek
les

）
の
二
人
に
相
当
す
る
と

え
ら
れ
る
が
、
漢
訳
で
は
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一
人
の
名
と
し
て
訳
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

12

前
注
（
１
）
中
村
書
１
、
一
〇
二
頁
注
二
三
参
照
。

13

生
死
輪
廻
の
無
始
無
終
な
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば

雑
阿
含
経

巻
十
（
大
正
二
、
六
九
中
）
な
ど
に
説
か
れ
る
。

14

袴
谷
憲
昭

仏
教
入
門

（
二
〇
〇
四
年
、
大
蔵
出
版
）
一
四
七
頁
参
照
。

15

普
曜
経

（
④
Ａ
の
文
の

神
逝

）
の
異
訳
で
あ
る

ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ

の
該
当
箇
所
で
は
、
単
に

命
終
せ
り

（m
rtu

）
で

あ
る
。
外
薗
幸
一

ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
の
研
究

上
巻
（
一
九
九
四
年
、
大
東
出
版
社
）
六
八
〇
頁
及
び
九
七
八
頁
参
照
。
な
お
本
書
に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
十
五
日
に
袴
谷
憲
昭
氏
よ
り
、
コ
メ
ン
ト
と
共
に
御
教
示
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、

方
広
大
荘
厳
経

巻
五
の
該
当
箇
所
（
大
正
三
、
五
七
〇
下
）
で
は

神
識

で
あ
る
。

16

袴
谷
憲
昭

仏
教
教
団
史
論

（
二
〇
〇
二
年
、
大
蔵
出
版
）
六
六
頁
参
照
。

（
二
〇
〇
五
年
九
月
三
日
発
表
。
十
二
月
八
日
修
訂
）
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